






　感染制御の中核となるのはMRSA などの多剤耐性菌対策です。多剤耐性菌対策は、
耐性菌を①持ちこまない②拡げない③作らない、の 3種類に分類されますが、実際には、耐性菌保菌者を入院前に見つけ出し、
排除することはほぼ不可能であり、拡げない、作らないための対策を中心に行っています。














